
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 青森県立梵珠少年自然の家主催事業 

「冬をいろどるクラフトday」は、親子（家族）でクリスマスや正月飾りを創作する活

動を通して、より家族のきずなを深める良い機会となっており、今年で５回目の開催とな

りました。当日は、正月飾りを３種類（ミニ門松・ぼんじゅ絵馬・ぼんじゅバンブーラン

タン）、クリスマス飾りを１種類（クリスマスきになる木）の計４種類のクラフトを提供し

ました。事前に予約された２６家族（８８名）が、協力しながら、各々の作品作りを行い、

笑顔あふれる充実した楽しい一日となりました。 

「ミニ門松」は高さ 30 ㎝程度の大きさのもので、最初にのこぎりで竹を切る作業に苦労しましたが、家族で協

力し、頑張ってやり遂げる姿が微笑ましく思えました。最後に、松や杉、お正月の扇飾りなどをきれいに飾り付

けて、オリジナルのミニ門松を作り上げたことに、どの家族も満足感いっぱいの表情でした。 

  「ぼんじゅ 

バンブーラン

タン」は、長さ２０㎝程度の竹に、自由に穴をあ

け、中にろうそくを入れて、明かりを灯す竹灯籠

を作りました。親子で図柄を話し合って選び、協

力してドリルで穴あける光景が印象的でした。 

「ぼんじゅ絵馬」は、土台となる板を電動糸のこ盤で

五角形に切り、屋根材を取り付けた後、自然物や正月

飾りのシールを装飾するというクラフトでした。小学

校低学年の参加者などは、保護者と一緒に切る作業を

行うなど、親子の絆を深める機会となりました。 

 

 

「クリスマスきになる木」は、土台となる板に杉の枝 

や葉を貼りつけ、クリスマスツリーの形を作り、その

ツリー形に自然物やクリスマス飾りを装飾するクラフトを作りました。何を装飾する

かを親子で話し合いながら進めていくなど、微笑ましい場面が多く見られました。 

令和７年 

12/６(土) 
9:00～15:15 

 

冬をいろどるクラフトｄａｙ 

この他に、食堂では昼食として「ビーフシチュー

＆ピラフのセット」を提供しました。利用した家

族からは、「とてもおいしかった」「満足した」と

いう声をアンケートから聞くことができました。 

ぼんじゅ
絵馬 

ミニ門松 

クリスマスきになる木 

ぼんじゅバンブーランタン 


